
 

 

           
              

  
                    

経験を通して大人になる  

                                                            校長   鈴木  真史  

  今まで砂遊びをしていたと思ったのに急に駆け出してブランコに乗り始める。子どもに

よく見られる行動です。これらの動きの指令を出しているのは脳です。脳が「あれをやれ、

これをやれ」と命令している状態が先に述べたような子どもの行動となって現れています。

大人は経験して学習していますので、道具 (物）の使い方や使った後の結果を知っていま

す。ですから子どもほど興味をもって行動することが少なくなります。  

 子どもは経験が少ないのでいろいろなことを試そうとします。夏休みは子どもたちが経

験を積むチャンスです。そして、経験は大人になっても記憶に残り、勇気と自信をあたえ

るものになります。     私の夏の経験を少し。  

セミの抜け殻詰め合わせ  

ある年の７月に詰め合わせのクッキーをもらいおいしくいただきました。

間仕切りのたくさんあるクッキーの入れ物を捨ててしまうのはもったいない

と、何か入れようということになりました。たまたま庭にセミの抜け殻を数

個見つけたので、とりあえずその入れ物に入れておきました。それから不思

議なことに、特に意識したわけでもなく毎日なぜかセミの抜け殻が目につい

てしまいます。特に集めようと思ったわけではないのですが、夏休みの終わ

りころには、見事にギュウギュウになったセミの抜け殻の詰め合わせが完成しました。  

  今思えば、何が楽しかったのかと思いますが、セミの抜け殻を探すのが得意になりまし

た。また、「塵も積もれば山となる」ということわざを実感を伴って理解できたように思

います。  

デンプン作り  

 「ジャガイモにはデンプンが含まれている」と何かの本で読み、デンプン

を取り出してみたくなりました。姉と二人で必死にジャガイモをすりつぶ

し、手ぬぐいで濾し、デンプンが入っているであろう液体完成。あとは乾燥

を待つのみ。すりつぶした粕は、もう一度団子状態にするとジャガイモが復

活。そこで、天日で干して、ジャガイモに近づけることにしました。強い夏

の日差しでデンプンは完成！復活ジャガイモも完成！しかし、復活ジャガ

イモの強烈な匂いには参りました。  

 やってみてうまくいった経験は、自分への自信となりました。その後のジャガイモ
、、、、、

もど
、、

き
、
があれほど強烈というのも今思えばよい経験でした。  

  この夏休み、子どもたちはどのような経験をするのでしょうか？遠くに行って本物をみ

ることも大切な経験です。それができなくても身近なものを工夫することで貴重な経験も

できます。今年の夏の経験が大人になるための勇気と自信をつけるものになることを期待

しています。  

          安全で楽しい夏休みをお過ごしください。  
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【８月 12 日（火）～ 15 日（金）は学校が無人化になります】 

 上記の期間及び土・日・祝の緊急連絡先（心配事や事故等）につきましては、以下の

連絡先に御連絡くださいますよう、お願いいたします。また、心配事等については 24 時

間子ども SOS ダイヤルをはじめとする電話相談窓口も御利用になれます。  

連絡先  紫雲寺小学校携帯【080-7610-9024】 


